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養子縁組における期待
 

養子縁組における期待養子縁組や、その過程において家族やカップルが直面する課題や期待が、それぞれどのくらい現実
的であるかを吟味します。

 

 
Adopt1 さんは、養子縁組によって起こりうる課題や困難を多
少なりとも現実的に捉えています。しかしいくつかの点におい
ては、まだ非現実的であるかもしれません。
 
Adopt2 さんは、どちらかというと非現実的な期待を抱いてお
り、養子縁組において直面する課題や困難にはあまり気づいて
いないようです。

 

成長が必要な領域: 一人または両方ともこの領域のほとんどの
項目において、現実的というよりも、理想的な期待を抱いてい
ます。後でがっかりするような神話(理想的な思い込み)を見直
すことにより、後で直面する困難について良く理解した上で養
子縁組のプロセスに踏み出だすことができます。

 
全くそう思わない

1
そう思わない

2
どちらとも言えない

3
そう思う
4

本当にそう思う
5

 
Adopt1  Adopt2    肯定的な二人の同意点 ( 10%)
5  4  + 養子縁組のプロセスは、時に困難で、またフラストレショーンを感じさせるようなことがあると承知しています。

 
      不同意 ( 40%)
1  4  -  私たちの人生の大きな空虚感は、養子が来れば、満たされることでしょう。
2  4  -  私は、養子とは問題もなく、すぐに親しくなれると思います。
1  4  -  養子を迎えることにより、私たちの家族のあり方が大きく変わることはありません。
2  4  -  養子縁組により、私たちカップルはより近い関係になることでしょう。

 
      不決断 ( 30%)
3  4  -  私たちが直面する課題よりも、養子を迎えて味わう喜びの方がはるかに大きいことでしょう。
3  4  -  程度の差はありますが、養子を迎えることなくして私の人生は完成されるようには思えません。
3  3  -  養子を迎えるとの決断に迷いは一切ありません。

 
      懸念項目 ( 20%)
5  4  -  私たちの家族や友人は、この養子縁組への決断を強く支持してくれると思います。
4  4  -  養子としてくる子どもは、この家族の一員になれて良かったと思うに違いありません。

 
プリペアー/エンリッチの演習：  それぞれの項目と、このような非現実的な期待によって起こりうる課題を話し合

いましょう。
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養子縁組における課題
 

養子縁組における課題 養子縁組を願い、理解し、話し合うプロセスで直面する課題に注目します。  養子縁組の行程を
進む覚悟と準備があるかを吟味します。

 

 
Adopt1 さんは、養子を迎える準備や、それに向けての決意が
できていないように感じています。
 
Adopt2 さんは、かなり準備が整ってきたと感じられていま
す。しかし、吟味した方が良い、いくつかの心配があるようで
す。

 

成長が必要な領域: この領域の大抵の項目において、一致は見
られず、二人共に懸念を抱いています。同意項目を1ー2個、下
記にある不同意項目、不決断項目や懸念項目の中から2ー3個を
挙げて話し合うように導いてください。この時に、養子縁組を
決断するにあたっての心配事、課題を十分に話し合ってくださ
い。

 
全くそう思わない

1
そう思わない

2
どちらとも言えない

3
そう思う
4

本当にそう思う
5

 
Adopt1  Adopt2    肯定的な二人の同意点 ( 10%)
5  4  + 私たちは、養子の生みの親との関わりが、私たちの家族に影響を与えることも理解しています。

 
      不同意 ( 60%)
2  4  + 私たちは二人とも、誠心誠意をもって養子を迎えることに取り組んでいます。
2  4  + 私たちは二人とも、養子を迎えられるように生活を柔軟に適応させるつもりです。
1  4  + 私は、この養子縁組を一生涯の約束として誠実に取り組むことを約束します。
5  2  -  私は、養子を迎えるにあたり、私たちの経済力が十分かどうか気がかりです。
5  2  -  私は、養子を迎える決断について、時折疑問を感じ迷います。
2  4  + 養子縁組の過程においてストレスを感じるようなことが起こるでしょうが、私の心備えはできています。

 
      不決断 ( 10%)
2  3  + 私たちは、困っている子どもに家を提供する使命を持っています。

 
      懸念項目 ( 20%)
5  4  -  私たちが養子縁組を選択した大きな理由は、不妊という困難があったからです。
1  2  + 私たちは、養子として希望する子どもの年齢や、バックグランドについて話し合い、合意しています。

 
プリペアー/エンリッチの演習：  1番重要な問題をはっきりさせる
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養父母としての子育て
 

養父母となる養子縁組について、また子育てについてのお互いの同意を測ります。  ふたりの関係と子育てとのバランス
を取るための具体的な方法を考えているか問います。

 

 
Adopt1 さんは、養子を迎え、親になることについて十分語り
合い、一致した思いを共有しているかあまり確信が持てていま
せん。
 
Adopt2 さんは、養子を迎え、親になることについての話し合
いにはある程度満足していますが、もう少しこの話題を深く掘
り下げる必要があるようです。

 

成長が必要な領域: この領域のほとんどの項目で一致がなく、
二人共に懸念を抱いています。養子縁組を考えているカップル
は、まずお互いどのように親としての責任分担を負うか、家族
でどのように助け合って育児をしていくかを事前に話し合うこ
とをお勧めします。決して早すぎるということはありません。

 
全くそう思わない

1
そう思わない

2
どちらとも言えない

3
そう思う
4

本当にそう思う
5

 
Adopt1  Adopt2    肯定的な二人の同意点 ( 10%)
5  4  + パートナーは養子の良い親になることができると、私は信じています。

 
      不同意 ( 50%)
5  2  + 私たちは、育児の方法（親が家で世話する、託児所に預ける、等）を話し合いました。
2  4  + 私たちは、養子の親としての役割分担を話し合いました。
2  4  + 私たちは、養子へのしつけや親子のあり方について話し合いました。
5  2  -  私とパートナーは、養子への宗教教育については、お互い違うタイプのものを考えています。
1  4  + 私は、安全で望ましい環境を養子のために備えられる自信があります。

 
      不決断 ( 20%)
3  2  + 私は、特別な支援が必要な養子であっても、どのような努力も惜しみません。
3  4  + 養子の「愛着への欲求」(養育者との基本的信頼を結びたいという願い）によって起こりうる課題を理解しています。

 
      懸念項目 ( 20%)
5  4  -  養子を育てる時の疲れやストレスにどう対処するか、明確なプランがありません。
2  2  + 養子を迎えた後もまた、カップルとしての二人の関係をはぐくむ必要があることを話し合いました。

 
プリペアー/エンリッチの演習：  子ども&子育て：話し合いのための質問
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